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要旨
本研究は、附属特別支援学校に在籍する行動問題を示す生徒への支援を対象に、校内に

おいて十分な協働体制を構築することが困難な状況下で実行可能な支援の在り方について
検討した。応用行動分析学を専門とする学級担任が、ABC記録に基づく行動支援計画の立
案に際し、生成AIを補助的に活用して支援を実践した。生成AIは記録の整理や論点の可視
化に限定して用い、支援内容の判断および実行は担任が行った。本稿は支援の途中段階に
おける実践報告であり、行動問題の改善効果の定量的検証には至っていないが、生成AIの
活用により支援立案の効率化や検討過程の充実が図られた点が示唆された。

Ⅰ．背景と目的
特別支援教育を担う教師には、障害の状態や発達段階を把握し、専門家と連携しながら指導に当た

ることが求められている（文部科学省，2021）。しかし、特別支援学校教員は慢性的な多忙感を抱え、
指導方法のばらつきや協働の難しさが課題とされている（齋藤・江原，2019）。また、行動支援では
教員間の協働や学校体制の課題も指摘されている（加藤・小笠原，2017）。そこで本研究では、行動
問題を示す生徒を対象に、学級担任が生成AIを補助的に活用して行動支援計画を立案・実行する実践
を行い、その有用性と課題を検討することを目的とした。

Ⅱ．方法と結果
梅川（2012）および O’Neill et al.（2017）を参
考に、行動問題支援用ワークシートを作成した。
対象生徒の行動について、頻度と前後の状況
（先行事象・結果事象）を学級担任が日常的に
記録した。2週間をベースライン期（BL期）とし、
行動の頻度は1回：○、2回：◎、3回以上：●で
簡便に記録した（図１）。BL期の記録をもとに、
生成AIを補助的に活用して行動問題の機能を整
理したところ、3種類のAIはいずれも類似した機
能仮説を示した。それらを参考に、担任がABC

分析シートを作成し、行動支援計画を立案した
（図２）。
学級には行動上の配慮を要する生徒が複数在
籍しており、担任間で十分な協議時間を確保す
ることは難しかったが、記録の簡素化と生成AI

の活用により、限られた時間の中でも行動支援
計画の立案が可能となった。

対象生徒

行動の種類（複数ならその数だけ番号を書く） 気になる行動の頻度　〇１回　◎２回　●３回以上

時程 日付  12/3 頻度 注目 要求 逃避
自己

刺激 時程 日付   12/4 頻度 注目 要求 逃避
自己

刺激

朝礼前 朝礼前

9:00 朝礼 9:00 朝礼

9:10 発育測定 9:10 清掃

9:30 授業前 9:30 授業前

9:35 運動１ 9:35 運動１

10:00 授業前 10:00 授業前

10:10 国語数学 10:10 国語数学

11:00 授業前 11:00 授業前

11:10 文化祭練習 11:10 理科

12:00 給食準備 12:00 給食準備

12:10 給食 12:10 給食

12:30 昼休み 12:30 昼休み

12:55 授業前 12:55 授業前

13:00 美術 13:00 Ｑキャリア農園

13:50 授業前 13:50 授業前

14:00 美術 14:00 文化祭練習

14:50 授業前 14:50 授業前

15:00 帰りの会 15:00 帰りの会

15:15 下校中 15:15 下校中

行動問題の記録シート 　　　　　　12月　　3日　　　　　　　　　　～　　　　12月　 4日 記入者

A 気になる行動 「あー！」という大きな声を出す 担任

行動の機能 前後の事象

前後の事象 前後の事象

図１ 行動問題の記録シート

 

直前のきっかけ（Ａ） 

本人が確認・援助要請をする。 

「こっちこっち」「手伝って」「○○」など 

①説明や判断をした教員と、実際に対応

する教員が異なる。一度 OK と理解した

内容が撤回・変更される。 

②課題変更について、事前予告がない。 

③「後で」「頑張ろう」など曖昧な表現で

対応される。結果として、見通しが立たな

い。いつ、どうなれば終わるか分からな

い状況が続く。 

直後の状況（Ｃ） 

大きな声の後、強い注意・叱責 

その場からの離脱、結果として、状況が一時的

に止まる。 

又は、大きな声が断続的に出たり、時間をおい

て、大きな声が再燃する。 

スモールステップ：代替行動（Ｂ） 

１：深呼吸をする。 

２：「こっち、こっち」と再度援助要請を

する。 

３：すべき活動の順番や時間を聞いて、

行動にうつすことができる。 

 

行動問題（Ｂ） 

・「あー」という大きな声が出現・継続 

・特定教員を見ると大きな声が再燃 

 

ゴール：望ましい行動（Ｂ） 

すべき活動の変更があっても、次の

行動にうつることができる。 

先行事象への支援・予防（Ａ） 

・登校時、本人が記入するワークシート

で、一日のスケジュールを確認する。 

・主担教員が説明・調整の中心を担う。

途中介入が必要な場合も内容は主担教

員と必ず共有してから伝える。 

・曖昧表現の回避 

「後で」「頑張ろう」は使わず、数、時間、

順番で具体的に伝える。 

後続事象の支援（Ｃ） 

・問題行動が出た場合、叱責（ジェスチャーを交え

た短く静かに）で終わらせず、静かになったら短く

見通しを再提示する。例えば、「パズル〇、５分終

わったら片付ける。」など 

・要求や確認行動が出た場合には、その行動自体

を評価し、要求内容が実現しない場合でも「言え

たこと」を認める対応を行う。 

・望ましい行動や代替行動が出た時、手をにぎっ

たり笑顔で頷いたりする。 

図２ ABC分析シート

Ⅲ．考察と今後の課題
生成AIを補助的に活用することで、行動記録

の整理や支援方略の検討を効率化でき、単独で
の支援立案における検討過程の充実が図られた。
一方、行動改善効果の定量的検証は今後の課題
である。
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